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【請求項１】
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　以下のアミノ酸配列：
【化１】

を有するペプチド又はその誘導体。
【請求項２】
　請求項１に記載のペプチドをコードする核酸。
【請求項３】
　前記核酸配列が、以下の：
【化２】

であり、ここで、Aがアデノシンであり、Cがシチジンであり、Gがグアノシンであり、Tが
チミジンであり、かつ、HがA又はC又はTであり、MがA又はCであり、NがA又はC又はG又はT
であり、RがA又はGであり、SがC又はGであり、WがA又はTであり、そしてYがC又はTである
、請求項２に記載の核酸。
【請求項４】
　請求項２に記載の核酸を含む、プラスミド及び／又は発現ベクターを含む、発現系。
【請求項５】
　T型カルシウムチャンネルの拮抗薬としての、請求項１に記載のペプチドのインビトロ
での使用。
【請求項６】
　前記チャンネルが、Cav3.2チャンネル及びCav3.1チャンネルを含む群から選ばれるチャ
ンネルである、請求項５に記載の使用。
【請求項７】
　T型カルシウムチャンネルの拮抗薬としての請求項１に記載のペプチドを含む、医薬品
。
【請求項８】
　前記チャンネルが、Cav3.2チャンネル及びCav3.1チャンネルを含む群から選ばれるチャ
ンネルである、請求項７に記載の医薬品。
【請求項９】
　請求項１に記載のペプチド又は請求項２に記載の核酸を含む薬物。
【請求項１０】
　前記薬物が、疼痛の治療を目的とする薬物である、請求項９に記載の薬物。
【請求項１１】
　前記薬物が鎮痛剤である、請求項９又は１０に記載の薬物。
【請求項１２】
　固体基板上での化学合成のステップ又は遺伝子組み換えによる合成のステップを含むこ
とを特徴とする、請求項１に記載のペプチドの合成方法。
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